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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年10月7日(2021.10.7)

【公表番号】特表2020-535138(P2020-535138A)
【公表日】令和2年12月3日(2020.12.3)
【年通号数】公開・登録公報2020-049
【出願番号】特願2020-516798(P2020-516798)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/605    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/54     (2017.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   14/605    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   38/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/54     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   38/28     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月30日(2021.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドであって、
　式
ＨＸ２ＱＧＴＦＴＳＸ９Ｘ１０ＳＬＹＬＤＸ１６ＲＡＡＸ２０Ｘ２１ＦＶＸ２４Ｘ２５Ｌ
Ｘ２７Ｘ２８ＴＸ３０－ＮＨ２（配列番号１２３）
またはその薬学的に許容される塩もしくは対イオン
［式中、Ｘ２は、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）、Ｄ－Ｓｅｒまたはアルファ－メ
チル－Ｌ－セリン（アルファ－ＭＳ）である；Ｘ９は、ＡｓｐまたはＧｌｕである；Ｘ１
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０は、２０位または２４位のアミノ酸が脂肪二酸に結合しているＬｙｓである場合には、
脂肪酸に結合しているＬｙｓまたはｐ－アミノメチル－Ｌ－フェニルアラニン（ｐＡＦ）
である、またはＴｙｒである；Ｘ１６は、ａｉｂ、Ａｌａ、ＳｅｒまたはＧｌｕである；
Ｘ２０は、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、脂肪二酸に
結合しているノルロイシン（Ｎｌｅ）、またはＧｌｎである；Ｘ２１は、脂肪二酸に結合
しているＬｙｓまたは脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、Ａｓｐ、アルファ－メチル－Ｌ－
フェニルアラニン（アルファ－ＭＦ）、またはアルファ－ＭＤである；Ｘ２４は、Ｇｌｎ
、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；Ｘ２５

は、Ｔｒｐまたはアルファ－メチル－Ｌ－トリプトファン（アルファ－ＭＷ）である；Ｘ
２７は、Ｌ－Ｍｅｔスルホンまたはロイシンである；Ｘ２８は、Ｇｌｕ、Ａｓｐまたはア
ルファ－ＭＤ、Ｌｙｓ、ａｉｂ、またはＡｌａ、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または
脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；そして、Ｘ３０は存在しないか、Ｘ２７がＬｅｕ
またはＬ－Ｍｅｔ－スルホンであり、そしてＸ２８がＡｌａ、ａｉｂ、アルファ－ＭＤま
たは脂肪二酸に結合しているＬｙｓである場合、Ｘ３０は、Ｃ末端においてガンマ－Ｇｌ
ｕに結合しているＬｙｓである；
ただし、各コアゴニストペプチドに関して、Ｘ１０、Ｘ２０、Ｘ２１、Ｘ２４またはＸ２

８の１つのみが脂肪二酸に結合している］
あるいは、式
ＨＸ２ＱＧＴＦＴＳＸ９Ｘ１０ＳＬＹＬＤＸ１６ＲＡＡＸ２０Ｘ２１ＦＶＸ２４Ｘ２５Ｌ
Ｘ２７Ｘ２８Ｔ－ＮＨ２（配列番号１２４）
またはその薬学的に許容される塩もしくは対イオン
［式中、Ｘ２は、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）、Ｄ－Ｓｅｒまたはアルファ－メ
チル－Ｌ－セリン（アルファ－ＭＳ）である；Ｘ９は、ＡｓｐまたはＧｌｕである；Ｘ１

０は、２０位または２４位のアミノ酸が脂肪二酸に結合しているＬｙｓである場合には、
脂肪酸に結合しているＬｙｓまたはｐ－アミノメチル－Ｌ－フェニルアラニン（ｐＡＦ）
である、またはＴｙｒである；Ｘ１６は、ａｉｂ、Ａｌａ、ＳｅｒまたはＧｌｕである；
Ｘ２０は、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、脂肪二酸に
結合しているノルロイシン（Ｎｌｅ）、またはＧｌｎである；Ｘ２１は、脂肪二酸に結合
しているＬｙｓまたは脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、Ａｓｐ、アルファ－メチル－Ｌ－
フェニルアラニン（アルファ－ＭＦ）、またはアルファ－ＭＤである；Ｘ２４は、Ｇｌｎ
、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；Ｘ２５

は、Ｔｒｐまたはアルファ－メチル－Ｌ－トリプトファン（アルファ－ＭＷ）である；Ｘ
２７は、Ｌ－Ｍｅｔスルホンまたはロイシンである；Ｘ２８は、Ｇｌｕ、Ａｓｐまたはア
ルファ－ＭＤ、Ｌｙｓ、ａｉｂ、またはＡｌａ、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または
脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；
ただし、各コアゴニストペプチドに関して、Ｘ１０、Ｘ２０、Ｘ２１、Ｘ２４またはＸ２

８の１つのみが脂肪二酸に結合している］
あるいは式
ＨＸ２ＱＧＴＦＴＳＸ９Ｘ１０ＳＬＹＬＤＸ１６ＲＡＡＸ２０Ｘ２１ＦＶＸ２４Ｘ２５Ｌ
Ｘ２７Ｘ２８Ｔ－ＮＨ２（配列番号１２５）
またはその薬学的に許容される塩もしくは対イオン
［式中、Ｘ２は、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）である；Ｘ９は、ＡｓｐまたはＧ
ｌｕである；Ｘ１０は、２０位または２４位のアミノ酸が脂肪二酸に結合しているＬｙｓ
である場合には、脂肪酸に結合しているＬｙｓまたはｐ－アミノメチル－Ｌ－フェニルア
ラニン（ｐＡＦ）である、またはＴｙｒである；Ｘ１６は、ａｉｂ、Ａｌａ、Ｓｅｒまた
はＧｌｕである；Ｘ２０は、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、脂肪二酸に結合しているｐ
ＡＦ、脂肪二酸に結合しているノルロイシン（Ｎｌｅ）、またはＧｌｎである；Ｘ２１は
、脂肪二酸に結合しているＬｙｓまたは脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、Ａｓｐ、アルフ
ァ－メチル－Ｌ－フェニルアラニン（アルファ－ＭＦ）、またはアルファ－ＭＤである；
Ｘ２４はＧｌｎ、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦ
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である；Ｘ２５は、Ｔｒｐまたはアルファ－メチル－Ｌ－トリプトファン（アルファ－Ｍ
Ｗ）である；Ｘ２７は、Ｌ－Ｍｅｔスルホンまたはロイシンである；Ｘ２８は、Ｇｌｕ、
Ａｓｐまたはアルファ－ＭＤ、Ｌｙｓ、ａｉｂ、またはＡｌａ、脂肪二酸に結合している
Ｌｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；そして、Ｘ３０は存在しないか、
Ｘ２７がＬｅｕまたはＬ－Ｍｅｔ－スルホンであり、そしてＸ２８がＡｌａ、ａｉｂ、ア
ルファ－ＭＤまたは脂肪二酸に結合しているＬｙｓである場合、Ｘ３０は、Ｃ末端におい
てガンマ－Ｇｌｕに結合しているＬｙｓである；
ただし、各コアゴニストペプチドに関して、Ｘ１０、Ｘ２０、Ｘ２１、Ｘ２４またはＸ２

８の１つのみが脂肪二酸に結合しており、ＷＯ２０１７０７４７９８の表１に開示されて
いるペプチドを含まない］
あるいは、式
ＨＸ２ＱＧＴＦＸ７ＳＸ９Ｘ１０ＳＸ１２Ｘ１３Ｘ１４Ｘ１５Ｘ１６Ｘ１７ＡＸ１９Ｘ２

０Ｘ２１Ｘ２２Ｘ２３Ｘ２４Ｘ２５ＬＸ２７Ｘ２８Ｘ２９（配列番号１０８）
またはその薬学的に許容される塩もしくは対イオン
［式中、Ｘ２は、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）、Ｄ－Ｓｅｒまたはアルファ－メ
チル－Ｌ－セリン（αＭＳ）である；Ｘ７はＴｈｒ、ＰｈｅまたはＬｅｕである；Ｘ９は
、ＡｓｐまたはＧｌｕである；Ｘ１０は、Ｔｙｒ、脂肪酸に結合しているノルロイシン（
Ｎｌｅ）、脂肪二酸に結合しているｐ－アミノメチル－Ｌ－フェニルアラニン（ｐＡＦ）
、脂肪酸に結合しているＬｙｓ（ただし、この場合、２０位または２４位のアミノ酸は、
脂肪二酸に結合しているＬｙｓである）、または脂肪酸に結合しているｐ－アミノメチル
－Ｌ－フェニルアラニン（ｐＡＦ）（ただし、この場合、２４位のアミノ酸は、脂肪二酸
に結合しているＬｙｓである）である；Ｘ１２は、ＬｙｓまたはＧｌｕである；Ｘ１３は
、Ｔｙｒ、ＬｅｕまたはＬｙｓである；Ｘ１４は、ＬｅｕまたはＡｓｐである；Ｘ１５は
、Ａｓｐ、Ｇｌｕ、アルファ－メチル－Ｌ－アスパラギン酸（αＭＤ）またはアルファ－
アミノイソ酪酸（ａｉｂ）である；Ｘ１６は、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）、Ａ
ｌａ、Ｇｌｕ、Ｓｅｒ、ＡｒｇまたはＬｙｓである；Ｘ１７は、Ａｒｇ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ
またはＡｌａである；Ｘ１９は、ＡｌａまたはＧｌｎである；Ｘ２０は、Ｇｌｎ、Ｌｙｓ
、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、脂肪二酸に結合しているｐ－アミノメチル－Ｌ－フェ
ニルアラニン（ｐＡＦ）、または脂肪二酸に結合しているノルロイシン（Ｎｌｅ）である
；Ｘ２１は、Ａｓｐ、Ｐｈｅ、Ｇｌｕ、アルファ－メチル－Ｌ－アスパラギン酸（αＭＤ
）、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；Ｘ２

２はＰｈｅ、Ｖａｌまたはアルファ－メチル－Ｌ－フェニルアラニン（αＭＦ）である；
Ｘ２３は、ＶａｌまたはＧｌｎである；Ｘ２４は、Ｇｌｎ、Ｇｌｕ、脂肪二酸に結合して
いるＬｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；Ｘ２５は、Ｔｒｐまたはアル
ファ－メチル－Ｌ－トリプトファン（αＭＷ）である；Ｘ２７は、Ｌ－メチオニンスルホ
ン（２）またはＬｅｕである；Ｘ２８はＡｓｐ、アルファ－メチル－Ｌ－アスパラギン酸
（αＭＤ）、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）、Ａｌａ、Ｌｙｓ、Ｇｌｎ、Ｇｌｕ、
γ－グルタミン酸（γＥ）、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合して
いるｐＡＦである；そして、Ｘ２９は、Ｔｈｒ－ＯＨ、Ｔｈｒ－ＮＨ２またはＴｈｒ（Ｌ
ｙｓ－γ－グルタミン酸）ＮＨ２である；
ただし、各コアゴニストペプチドに関して、Ｘ１０、Ｘ２０、Ｘ２１、Ｘ２４またはＸ２

８の１つまたは２つのみが脂肪二酸に結合している］
を含むＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項２】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドであって、
　式
ＨＸ２ＱＧＴＦＴＳＤＸ１０ＳＬＹＬＤＸ１６ＲＡＡＸ２０Ｘ２１ＦＶＸ２４Ｘ２５ＬＸ
２７Ｘ２８ＴＸ３０－ＮＨ２（配列番号１０５）
［式中、Ｘ２は、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）、Ｄ－Ｓｅｒまたはアルファ－メ
チル－Ｌ－セリン（アルファ－ＭＳ）である；Ｘ９は、Ａｓｐまたはアルファ－メチル－
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Ｌ－アスパラギン酸（アルファ－ＭＤ）である；Ｘ１０は、２０位または２４位のアミノ
酸が脂肪二酸に結合しているＬｙｓである場合には、脂肪酸に結合しているＬｙｓまたは
ｐ－アミノメチル－Ｌ－フェニルアラニン（ｐＡＦ）である、またはＴｙｒである；Ｘ１

６は、ａｉｂ、Ａｌａ、ＳｅｒまたはＧｌｕである；Ｘ２０は、脂肪二酸に結合している
Ｌｙｓ、脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、脂肪二酸に結合しているノルロイシン（Ｎｌｅ
）、またはＧｌｎである；Ｘ２１は、脂肪二酸に結合しているＬｙｓまたは脂肪二酸に結
合しているｐＡＦ、Ａｓｐ、アルファ－メチル－Ｌ－フェニルアラニン（アルファ－ＭＦ
）、またはアルファ－ＭＤである；Ｘ２４は、Ｇｌｎ、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、
または脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；Ｘ２５は、Ｔｒｐまたはアルファ－メチル
－Ｌ－トリプトファン（アルファ－ＭＷ）である；Ｘ２７は、Ｌ－Ｍｅｔスルホンまたは
ロイシンである；Ｘ２８は、Ｇｌｕ、Ａｓｐまたはアルファ－ＭＤ、Ｌｙｓ、ａｉｂ、ま
たはＡｌａ、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦであ
る；そして、Ｘ３０は存在しないか、Ｘ２７がＬｅｕまたはＬ－Ｍｅｔ－スルホンであり
、そしてＸ２８がＡｌａ、ａｉｂ、アルファ－ＭＤまたは脂肪二酸に結合しているＬｙｓ
である場合、Ｘ３０は、Ｃ末端においてガンマ－Ｇｌｕに結合しているＬｙｓである；
ただし、各コアゴニストペプチドに関して、Ｘ１０、Ｘ２０、Ｘ２１、Ｘ２４またはＸ２

８の１つのみが脂肪二酸に結合している］
または式
ＨＸ２ＱＧＴＦＴＳＤＸ１０ＳＬＹＬＤＸ１６ＲＡＡＸ２０Ｘ２１ＦＶＸ２４Ｘ２５ＬＸ
２７Ｘ２８Ｔ－ＮＨ２（配列番号１０６）
［式中、Ｘ２は、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）、Ｄ－Ｓｅｒまたはアルファ－メ
チル－Ｌ－セリン（アルファ－ＭＳ）である；Ｘ９は、Ａｓｐまたはアルファ－メチル－
Ｌ－アスパラギン酸（アルファ－ＭＤ）である；Ｘ１０は、２０位または２４位のアミノ
酸が脂肪二酸に結合しているＬｙｓである場合には、脂肪酸に結合しているＬｙｓまたは
ｐ－アミノメチル－Ｌ－フェニルアラニン（ｐＡＦ）である、またはＴｙｒである；Ｘ１

６は、ａｉｂ、Ａｌａ、ＳｅｒまたはＧｌｕである；Ｘ２０は、脂肪二酸に結合している
Ｌｙｓ、脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、脂肪二酸に結合しているノルロイシン（Ｎｌｅ
）、またはＧｌｎである；Ｘ２１は、脂肪二酸に結合しているＬｙｓまたは脂肪二酸に結
合しているｐＡＦ、Ａｓｐ、アルファ－メチル－Ｌ－フェニルアラニン（アルファ－ＭＦ
）、またはアルファ－ＭＤである；Ｘ２４は、Ｇｌｎ、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、
または脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；Ｘ２５は、Ｔｒｐまたはアルファ－メチル
－Ｌ－トリプトファン（アルファ－ＭＷ）である；Ｘ２７は、Ｌ－Ｍｅｔスルホンまたは
ロイシンである；Ｘ２８は、Ｇｌｕ、Ａｓｐまたはアルファ－ＭＤ、Ｌｙｓ、ａｉｂ、ま
たはＡｌａ、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦであ
る；
ただし、各コアゴニストペプチドに関して、Ｘ１０、Ｘ２０、Ｘ２１、Ｘ２４またはＸ２

８の１つのみが脂肪二酸に結合している］
または式
ＨＸ２ＱＧＴＦＴＳＤＸ１０ＳＬＹＬＤＸ１６ＲＡＡＸ２０Ｘ２１ＦＶＸ２４Ｘ２５ＬＸ
２７Ｘ２８Ｔ－ＮＨ２（配列番号１０７）
［式中、Ｘ２は、アルファ－アミノイソ酪酸（ａｉｂ）である；Ｘ９は、Ａｓｐまたはア
ルファ－メチル－Ｌ－アスパラギン酸（アルファ－ＭＤ）である；Ｘ１０は、２０位また
は２４位のアミノ酸が脂肪二酸に結合しているＬｙｓである場合には、脂肪酸に結合して
いるＬｙｓまたはｐ－アミノメチル－Ｌ－フェニルアラニン（ｐＡＦ）である、またはＴ
ｙｒである；Ｘ１６は、ａｉｂ、Ａｌａ、ＳｅｒまたはＧｌｕである；Ｘ２０は、脂肪二
酸に結合しているＬｙｓ、脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、脂肪二酸に結合しているノル
ロイシン（Ｎｌｅ）、またはＧｌｎである；Ｘ２１は、脂肪二酸に結合しているＬｙｓま
たは脂肪二酸に結合しているｐＡＦ、Ａｓｐ、アルファ－メチル－Ｌ－フェニルアラニン
（アルファ－ＭＦ）、またはアルファ－ＭＤである；Ｘ２４は、Ｇｌｎ、脂肪二酸に結合
しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合しているｐＡＦである；Ｘ２５は、Ｔｒｐまたは
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アルファ－メチル－Ｌ－トリプトファン（アルファ－ＭＷ）である；Ｘ２７は、Ｌ－Ｍｅ
ｔスルホンまたはロイシンである；Ｘ２８は、Ｇｌｕ、Ａｓｐまたはアルファ－ＭＤ、Ｌ
ｙｓ、ａｉｂ、またはＡｌａ、脂肪二酸に結合しているＬｙｓ、または脂肪二酸に結合し
ているｐＡＦである；そして、Ｘ３０は存在しないか、Ｘ２７がＬｅｕまたはＬ－Ｍｅｔ
－スルホンであり、そしてＸ２８がＡｌａ、ａｉｂ、アルファ－ＭＤまたは脂肪二酸に結
合しているＬｙｓである場合、Ｘ３０は、Ｃ末端においてガンマ－Ｇｌｕに結合している
Ｌｙｓである；
ただし、各コアゴニストペプチドに関して、Ｘ１０、Ｘ２０、Ｘ２１、Ｘ２４またはＸ２

８の１つのみが脂肪二酸に結合しており、ＷＯ２０１７０７４７９８の表１に開示されて
いるペプチドを含まない］
を含むＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項３】
　脂肪二酸がＣ１４、Ｃ１５、Ｃ１６、Ｃ１７、Ｃ１８、Ｃ１９またはＣ２０脂肪二酸を
含む、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項４】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、ガンマ－Ｇｌｕ、ガンマ－Ｇｌｕ
リンカーを介してＬｙｓまたはｐＡＦに結合している脂肪二酸を含む、請求項１記載のＧ
ＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項５】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、ＰＥＧ２ＰＥＧ２－ガンマ－Ｇｌ
ｕリンカー（ここで、ＰＥＧ２は８－アミノ－３，６－ジオキサオクタン酸である）を介
してＬｙｓまたはｐＡＦに結合している脂肪二酸を含む、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ
－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項６】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、脂肪二酸に結合しているｐＡＦを
Ｘ１０において含む、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項７】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、Ｃ１６脂肪酸に結合しているＬｙ
ｓをＸ１０において、および脂肪二酸に結合している２０位または２４位のＬｙｓを含む
、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項８】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、脂肪二酸に結合しているｐＡＦま
たは脂肪二酸に結合してるＬｙｓをＸ２０において含む、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ
－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項９】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、脂肪二酸に結合してるｐＡＦまた
は脂肪二酸に結合しているＬｙｓをＸ２１において含む、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ
－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項１０】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、脂肪二酸に結合しているｐＡＦま
たは脂肪二酸に結合しているＬｙｓをＸ２４において含む、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬ
Ｐ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項１１】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、脂肪二酸に結合しているｐＡＦま
たは脂肪二酸に結合しているＬｙｓをＸ２８において含む、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬ
Ｐ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項１２】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、ＴＰ５６４、ＴＰ５６５、ＴＰ５
７９、ＴＰ５８３、ＴＰ５８４、ＴＰ５７５、ＴＰ５７８、ＴＰ５８０、ＴＰ５８１、Ｔ
Ｐ５８２、ＴＰ５８５、ＴＰ５８８、ＴＰ５８９、ＴＰ５９０、ＴＰ５９２、ＴＰ５９４
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、ＴＰ５７６、ＴＰ５７７、ＴＰ５８６、ＴＰ５８７、ＴＰ５９１、ＴＰ５９３、ＴＰ５
９５、ＴＰ５９６、ＴＰ５９７、ＴＰ５９８、ＴＰ５９９、ＴＰ６００、ＴＰ６０１、Ｔ
Ｐ６０２、ＴＰ６０３、ＴＰ６０４、ＴＰ６０５、ＴＰ４４３、ＴＰ６０６、ＴＰ６０７
、ＴＰ６０８、ＴＰ６０９、ＴＰ６１０、ＴＰ６１１、ＴＰ６１２、ＴＰ６１３、ＴＰ６
１４、ＴＰ６１５、ＴＰ６１６、ＴＰ６１７、ＴＰ６１８、ＴＰ６１９、ＴＰ６２０、Ｔ
Ｐ６２１、ＴＰ６２２、ＴＰ６２３、ＴＰ６２４、ＴＰ６２５、ＴＰ６２６、ＴＰ６２７
、ＴＰ６２８、ＴＰ６２９、ＴＰ６３０、ＴＰ６３１、ＴＰ６３２、ＴＰ６３３、ＴＰ６
３５、ＴＰ６３６、ＴＰ６３７、ＴＰ６３８、ＴＰ６３９、ＴＰ６４０、ＴＰ６５７、Ｔ
Ｐ６５８、ＴＰ６５９、ＴＰ６６０、ＴＰ６６１、ＴＰ６６２、ＴＰ６６３、ＴＰ６６４
、ＴＰ６６５、ＴＰ６６６、ＴＰ６６７、ＴＰ６７２、ＴＰ６７３、ＴＰ６７４、ＴＰ６
７５、ＴＰ６７６、ＴＰ６７７、ＴＰ６７８、ＴＰ６７９、ＴＰ６８０、ＴＰ６８１、Ｔ
Ｐ６８２、ＴＰ６８３、ＴＰ６８５、ＴＰ６９３、ＴＰ６９９、ＴＰ７００、ＴＰ７０１
、ＴＰ７０２、ＴＰ７０３、ＴＰ７０４、ＴＰ７０５、ＴＰ７１２、ＴＰ７１３、ＴＰ７
３５、ＴＰ７３６、ＴＰ７３７、ＴＰ８１１、ＴＰ８１２、ＴＰ８１３、ＴＰ８１４、Ｔ
Ｐ８１５、ＴＰ８２５、ＴＰ８２６、ＴＰ８２７、ＴＰ８２８、ＴＰ８２９、ＴＰ８３０
およびＴＰ８３１またはその薬学的に許容される塩もしくは対イオンからなる群から選択
される、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチド。
【請求項１３】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、ＴＰ５６５、ＴＰ５７９、ＴＰ５
８３、ＴＰ５８４、ＴＰ５７８、ＴＰ５８０、ＴＰ５８１、ＴＰ５８２、ＴＰ５８４、Ｔ
Ｐ５８８、ＴＰ５８９、ＴＰ５９０、ＴＰ５９２、ＴＰ５９４、ＴＰ５７６、ＴＰ５７７
、ＴＰ５８６、ＴＰ５８７、ＴＰ５９１、ＴＰ５９３、ＴＰ５９５、ＴＰ５９６、ＴＰ５
９９、ＴＰ６００、ＴＰ６０１、ＴＰ６０２、ＴＰ６０３、ＴＰ６０５、ＴＰ６０６、Ｔ
Ｐ６０７、ＴＰ６１０、ＴＰ６１１、ＴＰ６１２、ＴＰ６１３、ＴＰ６１４、ＴＰ６１５
、ＴＰ６１６、ＴＰ６１７、ＴＰ６１８、ＴＰ６１９、ＴＰ６２０、ＴＰ６２１、ＴＰ６
２２、ＴＰ６２３、ＴＰ６２４、ＴＰ６２５、ＴＰ６２６、ＴＰ６２７、ＴＰ６２９、Ｔ
Ｐ６３１、ＴＰ６３２、ＴＰ６３３、ＴＰ６３４、ＴＰ６３５、ＴＰ６３６、ＴＰ６３７
、ＴＰ６３８、ＴＰ６３９、ＴＰ６５７、ＴＰ６５８、ＴＰ６５９、ＴＰ６６０、ＴＰ６
６１、ＴＰ６６２、ＴＰ６６３、ＴＰ６６４、ＴＰ６６５、ＴＰ６６６、ＴＰ６６７、Ｔ
Ｐ６７２、ＴＰ６７３、ＴＰ６７４、ＴＰ６７５、ＴＰ６７６、ＴＰ６７７、ＴＰ６７８
、ＴＰ６７９、ＴＰ６８０、ＴＰ６８１、ＴＰ６８２、ＴＰ６８３、ＴＰ６８５、ＴＰ６
９３、ＴＰ６９９、ＴＰ７００、ＴＰ７０１、ＴＰ７０２、ＴＰ７０３、ＴＰ７０４、Ｔ
Ｐ７０５、ＴＰ７１２、ＴＰ７１３、ＴＰ７３５、ＴＰ７３６、ＴＰ７３７、ＴＰ８１１
、ＴＰ８１２、ＴＰ８１３、ＴＰ８１４、ＴＰ８１５、ＴＰ８２５、ＴＰ８２６、ＴＰ８
２７およびＴＰ８２８からなる群から選択される、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ－１受
容体コアゴニストペプチド。
【請求項１４】
　ＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチドが、グルカゴン受容体および／または
ＧＬＰ－１受容体における活性を有する、請求項１記載のＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コア
ゴニストペプチド。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項記載のＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴニストペプチド
の１以上と薬学的に許容される担体および／または薬学的に許容される塩とを含む組成物
。
【請求項１６】
　請求項１～１４のいずれか１項記載の任意の１以上のＧＣＧ／ＧＬＰ－１受容体コアゴ
ニストペプチドを含む、患者における代謝疾患または障害の治療用の医薬組成物。
【請求項１７】
　代謝疾患または障害が、糖尿病、非アルコール性脂肪肝疾患（ＮＡＦＬＤ）、非アルコ
ール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）または肥満を含む、請求項１６記載の医薬組成物。
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【請求項１８】
　糖尿病が、Ｉ型糖尿病、ＩＩ型糖尿病または妊娠糖尿病を含む、請求項１７記載の医薬
組成物。
【請求項１９】
　患者が２以上の代謝疾患または障害を有する、請求項１６記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　代謝疾患または障害が、糖尿病およびＮＡＳＨ、ＮＡＦＬＤまたは肥満；肥満およびＮ
ＡＳＨまたはＮＡＦＬＤ；糖尿病、ＮＡＳＨおよび肥満；糖尿病、ＮＡＦＬＤおよび肥満
；または糖尿病および肥満を含む、請求項１６記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　患者における代謝疾患または障害の治療用である、請求項１５記載の組成物。
【請求項２２】
　代謝疾患または障害が、糖尿病、非アルコール性脂肪肝疾患（ＮＡＦＬＤ）、非アルコ
ール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）または肥満を含む、請求項２１記載の組成物。
【請求項２３】
　患者が２以上の代謝疾患または障害を有する、請求項２２記載の組成物。
【請求項２４】
　代謝疾患または障害が、糖尿病およびＮＡＳＨ、ＮＡＦＬＤまたは肥満；肥満およびＮ
ＡＳＨまたはＮＡＦＬＤ；糖尿病、ＮＡＳＨおよび肥満；糖尿病、ＮＡＦＬＤおよび肥満
；または糖尿病および肥満を含む、請求項２１記載の組成物。
【請求項２５】
　代謝疾患または障害の治療用の医薬の製造のための、請求項１～１４のいずれか１項記
載の１以上のコアゴニストペプチドの使用。
【請求項２６】
　代謝疾患または障害が、糖尿病、非アルコール性脂肪肝疾患（ＮＡＦＬＤ）、非アルコ
ール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）または肥満を含む、請求項２５記載の使用。
【請求項２７】
　糖尿病がＩ型糖尿病、ＩＩ型糖尿病または妊娠糖尿病を含む、請求項２６記載の使用。
【請求項２８】
　患者が２以上の代謝疾患または障害を有する、請求項２５記載の使用。
【請求項２９】
　代謝疾患または障害が、糖尿病およびＮＡＳＨ、ＮＡＦＬＤまたは肥満；肥満およびＮ
ＡＳＨまたはＮＡＦＬＤ；糖尿病、ＮＡＳＨおよび肥満；糖尿病、ＮＡＦＬＤおよび肥満
；または糖尿病および肥満を含む、請求項２６記載の使用。
【請求項３０】
　有効量のインスリンまたはインスリン類似体を含む組成物と組み合わせて使用するため
の、患者または個体における代謝疾患または障害の治療用である、有効量の請求項１～１
４のいずれか１項記載のコアゴニストペプチドを含む医薬組成物。
【請求項３１】
　インスリン類似体が、インスリン・デテミル（ｄｅｔｅｍｉｒ）、インスリン・グラル
ギン（ｇｌａｒｇｉｎｅ）、インスリン・レベミル（ｌｅｖｅｍｉｒ）、インスリン・グ
ルリシン（ｇｌｕｌｉｓｉｎｅ）、インスリン・デグルデック（ｄｅｇｌｕｄｅｃ）また
はインスリン・リスプロ（ｌｉｓｐｒｏ）を含む、請求項３０記載の医薬組成物。
【請求項３２】
　代謝疾患または障害が、糖尿病、非アルコール性脂肪肝疾患（ＮＡＦＬＤ）、非アルコ
ール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）または肥満を含む、請求項３０記載の医薬組成物。
【請求項３３】
　糖尿病が、Ｉ型糖尿病、ＩＩ型糖尿病または妊娠糖尿病を含む、請求項３２記載の医薬
組成物。
【請求項３４】
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　患者が、糖尿病およびＮＡＳＨ、ＮＡＦＬＤまたは肥満；肥満およびＮＡＳＨまたはＮ
ＡＦＬＤ；糖尿病、ＮＡＳＨおよび肥満；糖尿病、ＮＡＦＬＤおよび肥満；または糖尿病
および肥満から選択される２以上の代謝疾患または障害を有する、請求項３０記載の医薬
組成物。
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